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ジブチ月例報告 

（２０２５年１０月）  

在ジブチ日本国大使館  

【内政】  

●１０月１日、国民議会の本年第２回通常会期が開会し、アブドゥルカデル首相そ

の他閣僚、外交団長等が出席した。ディレイタ国民議会議長は開会スピーチにおい

て、憲法院改革を引き合いに出しつつ１９９２年憲法の改正の必要を訴え、また、

パレスチナ人への連帯を示した。アブドゥルカデル首相は予算案説明に際して、「ビ

ジョン・ジブチ２０３５」の目標と、港湾及び物流インフラを基盤とした地域ハブ

としてのジブチの戦略的役割を強調した。 

●１０月２５日、野党ＵＤＪの臨時党会合が開催され、イレイヤＵＤＪ党首は演説

において、ゲレ大統領続投への支持を表明した。 

●１０月２６日、ジブチ国民議会本会議において、大統領選出馬時の年齢制限撤廃、

憲法院の定員増員、女性器切除（ＦＧＭ）禁止等を内容とする憲法改正案の第一回

審議・採決が行われ、全会一致(６５人)で採択された。 

 

【外政】  

●１０月６日、ジブチ外務・国際協力省は、アル・シャバーブによるモガディシュ

のゴドカ・ジラコウ拘置所を標的とした攻撃に対する非難声明を発表した。 

●１０月９日、ジブチ外務・国際協力省は、ガザ地区の停戦合意成立を歓迎する声

明を発表し、「カタール、エジプト、米国、トルコによる外交的努力」を称える、

１９６７年の国境に基づく国家間解決を支持するという一貫した立場を強調した。 

●１０月１８日、ジブチを公式訪問中のソマリアのシェイク・ムスリム問題・ワク

フ財産大臣は、ムーミン・ムスリム担当・ワクフ大臣と会談を行った。 

●１０月２６日、オマール外務・国際協力大臣は、カタールを公式訪問し、ジブチ・

カタール合同委員会設立に関する覚書及び両国外務省間の政策協議に関する覚書

に署名した。 

●１０月２７日、マリアム・デジタル経済・イノベーション担当大臣はハノイで開

催された国連サイバー犯罪防止条約署名式に出席した。 

●１０月３０日、ソマリア和平を目的としたアルタ和平会議２５周年記念式典が開

催され、記念館除幕式には同会議を主導したゲレ大統領のほか、ハッサン・ソマリ

ア大統領、ユスフＡＵＣ委員長、ウォックナーＩＧＡＤ事務局長、スワン・ソマリ

ア担当特別代表兼国連ソマリア暫定支援ミッション（ＵＮＴＭＩＳ）代表、マック

スナド・アラブ連盟事務次長等が参加した。 

 

【経済・開発】  
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●１０月６日、ゴンシャン（Gongshan Zhu）会長率いる中国のエネルギー会社ＧＣ

Ｌグループは、港湾・フリーゾーン庁を訪問した。同グループはエチオピアのオガ

デン地方の油田開発を発表し、ガス輸出のためのダメルジョグまでのパイプライン

建設等について議論した。 

●１０月８日、仏開発庁（ＡＦＤ）と仏郵政銀行（La Banque Postale française）

の技術支援を受けて進行中のジブチ郵政銀行（la Banque Postale de Djibouti）設

立最終フェーズ開始記念式典が開催され、ラドワン通信・郵政・電気通信大臣が出

席した。同プロジェクトは、金融包摂性の向上を目的としたもの。 

●１０月９日及び１０日、マリアム・デジタル経済・イノベーション担当大臣は、

ＥＵがブリュッセルにて開催した第二回 Global Gateway forum に参加した。同フ

ォーラムは、世界的なデジタル・インフラ投資振興を目的としたもの。 

●１０月１０日、モハメド商業・観光大臣は、ナイロビで開催された第２４回東・

南部アフリカ共同市場（ＣＯＭＥＳＡ）サミットに参加した。同サミットにおいて

は２１の加盟国間の経済協力強化、自由貿易圏構築の加速、持続的かつ包括的な成

長の推進力としてのデジタル・イノベーションの促進等について議論が行われた。 

●１０月１４日、アブドゥルカデル首相は、アワレ農業大臣、ウルファ社会問題・

連帯大臣とともにローマで開催された世界食糧フォーラムに参加し、国際連合食糧

農業機関（ＦＡＯ）とオボック湾における水産資源活用プロジェクトに関するＭＯ

Ｕに署名した。 

●１０月１７日～２０日、イリヤス経済・財政大臣は、ワシントンで開催された世

銀・ＩＭＦの年次総会に参加した。同大臣は、会合の合間に、シディ・アフリカ開

発銀行（ＡfＤＢ）総裁やファウジ・アラブ経済社会開発基金（ＦＡＤＥＳ）総裁と

会談した。 

●１０月２１及び２２日、ジブチ・エチオピア・南スーダン・ウガンダを結ぶジブ

チ回廊管理局（ＤＥＳＳＯ回廊管理局）設立に関する最終合意に向け、閣僚級技術

会議がジブチで開催された。 

●１０月２４日、港湾・フリーゾーン庁とサウジアラビア系企業レッドシー・ゲー

トウェイ・ターミナル（ＲＳＧＴ）は、タジュラ港の運営権を３０年間ＲＳＧＴに

付与するコンセッション契約に署名した。 

 

【保健・衛生・社会】  

●１０月２日、アミナ都市・都市計画・住宅大臣は、ＮＧＯカタール・チャリティ

との間で、ダメルジョグ地区における社会住宅及びインフラ建設に関する覚書に署

名した。 
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●１０月８日及び９日、ジブチ国家腐敗防止委員会（ＣＮＬＣ）のバドリア・ザカ

リア委員長は、ジッダで開催された中東・北アフリカ違法資産回収ネットワーク（Ａ

ＲＩＮ-ＭＥＮＡ）の初年度総会に出席した。 

●１０月１２日、大阪・関西万博での優れた建築や展示のパビリオンに贈られる賞

の表彰式において、ジブチはコモンズ、テーマ部門の銅賞を受賞した。 

●１０月１５日及び１６日、オマール労働大臣（制度・社会保障担当）は、ドーハ

で開催された第６回イスラム協力機構（ＯＩＣ）加盟国労働大臣会議に参加し、雇

用政策や社会保障に関する知見共有を行った。 

●１０月１５日及び１６日、ゲレ大統領後援の下、第１回アフリカ官報・公文書フ

ォーラムが国立図書館・アーカイブで開催された。ゲレ大統領は演説の中で、ジブ

チにおける公文書のデジタルアーカイブ化の進展を紹介しつつ、アフリカ各国の代

表団に対し、適切な法的・行政的データ管理を呼びかけた。 

●１０月１６日、ジブチ大学病院（ＣＨＵ）とセネガルのシェイク・アンタ・ディ

オプ大学（ＵＣＡＤ）は、両機関間の医学教育と科学協力の強化を目的とした提携

協定に署名した。これに基づき、今後５年間に５０人のジブチ人医師がＵＣＡＤに

て研修を受ける予定。 

●１０月２０日、ナビル高等教育・研究大臣とブレソン駐ジブチ仏大使は、気候変

動適応を専門とする新世代の研究者を育成・支援する気候変動適応博士課程同盟

（ＡＤＡＣ）の第２次協定に署名した。 

●１０月２８日、国民社会保障基金（ＣＮＳＳ）の資金により建設されたアル・シ

ファ病院の開館式が行われ、ゲレ大統領、アブドゥルカデル首相、オマール労働大

臣等が出席した。 

【軍事・治安】  

●１０月１５日、ジブチ沿岸警備隊のワイス隊長は、ジブチを公式訪問したイエメ

ン及びソマリランドの沿岸警備隊司令官らと会談した。 

  

【日本関係】  

●１０月５日、大阪・関西万博のジブチ・ナショナルデーへの出席のため、モハメ

ド商業・観光大臣率いるジブチ代表団が訪日した。一行のうちハディ港湾・フリー

ゾーン庁長官ほか同庁職員からなる代表団は、続いて１０月７日～９日に神戸で開

催された世界港湾会議に出席し、国際海運におけるジブチの戦略的重要性等につい

て発表した。 

●１０月１８日、大河内新駐ジブチ日本大使がジブチに着任した。 

●１０月２１日、大河内大使は、信任状の真正な写しを手交するためにオマール外

務・国際協力大臣を往訪し、意見交換を行った。 

（了） 


